
三菱インバータ
セールスとサービス   No.１４１

ベクトルインバータ FREQROL-V200〈EXCELLENT〉シリーズ

バージョンアップのお知らせ

平素より当社駆動制御機器につきまして大変ご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

ベクトルインバータFREQROL-V200〈EXCELLENT〉シリーズを、機能追加と操作性向上の

ためにバージョンアップを行いましたのでお知らせします。

１． バージョンアップ内容

 トルクバイアス、回転速度表示、PLG 回転方向切換、ドループ制御などの機能追加および、

モータトルク特性の修正、PLG パルス数の工場出荷値の変更などを行いました。

 なお、製品のバージョンアップは２回行いました。1 回目のバージョンアップの項目は

 　　　　で表示しています。詳細を下記に示します。

 

発行

日付
1998 年 6 月

件

名

ﾍﾞｸﾄﾙｲﾝﾊﾞｰﾀ FREQROL-V200

〈EXCELLENT〉シリーズ

バージョンアップのお知らせ

三菱電機株式会社名古屋製作所

〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 ℡(052)721-2111 大代表

①機能追加

追加

機能
機能名称

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

番号
変更内容 設定範囲

工場出荷時

設定値

基本

機能
電子サーマル 9

専用ﾓｰﾀ使用時もPr.9の設定値に従い、

電子ｻｰﾏﾙが動作するようにしました。
0～500A

ﾓｰﾀ定格電

流/0 A(注 1)

制御ﾓｰﾄﾞ選択 14 ﾄﾙｸ制御時の制御仕様を増やしました。 0～6,11,12,16,

101,102,106
0応用

機能
加減速ﾊﾟﾀｰﾝ 29 加減速のﾊﾟﾀｰﾝを追加しました。 0,1,2,10,11,12,100,

101,102,110,111,112
0

PU 抜

けｴﾗｰ
PUｽﾄｯﾌﾟｷｰ選択 75

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾕﾆｯﾄのｺﾈｸﾀが､ｲﾝﾊﾞｰﾀ本体から

抜けたことを検出してｲﾝﾊﾞｰﾀ異常で

ｱﾗｰﾑ停止とする機能を追加しました。

0～3 1

ﾄﾞﾙｰﾌﾟｹﾞｲﾝ 88 0～100%,9999 9999ﾄﾞﾙｰﾌﾟ

機能 ﾄﾞﾙｰﾌﾟﾌｨﾙﾀ時定数 154

負荷ﾄﾙｸに比例して速度の垂下特性を

持たせるﾄﾞﾙｰﾌﾟ機能を追加しました。 0～1.00 秒,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ選択 103 0～3,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ1 104 600～1400%,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ2 105 600～1400%,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ3 106 600～1400%,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽﾌｨﾙﾀ 147 0～5 秒,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ動作時間 148 0～5 秒,9999 9999

ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽﾊﾞﾗﾝｽ補正 149 0～10V,9999 9999

下降時ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ

3 番端子ﾊﾞｲｱｽ
152 0～400%,9999 9999

ﾄﾙｸ

ﾊﾞｲｱｽ

機能

下降時ﾄﾙｸﾊﾞｲｱｽ

3 番端子ｹﾞｲﾝ
153

ﾓｰﾀ始動時の出力ﾄﾙｸを調整することが

できるようにしました。

この時の出力ﾄﾙｸは接点信号あるいは

ｱﾅﾛｸﾞ信号によって設定できます。

0～400%,9999 9999

２次抵抗補正 151
ﾓｰﾀの温度が変化した時の出力ﾄﾙｸの

変動を低減できるようにしました。
0～200℃,9999 9999

PLG 回転方向切換 156 PLG 回転方向を切換え可能にしました。 0,1 0

励磁率 157 軽負荷時の励磁率を調整できます。 0～100% 100%

減速時トルク制限 158 0～400%,9999 9999

制御系

機能

加速時トルク制限 159

加速時と減速時のﾄﾙｸ制限値を個別に

設定できるようにしました。 0～400%,9999 9999

表示 回転速度表示 155 機械速度のﾓﾆﾀができるようにしました。 11～9998,9999 9999

(注 1)ｲﾝﾊﾞｰﾀの容量により設定値が異なり、(3.7K 以下)／(5.5K 以上)の設定値となります。



②パラメータ工場出荷時設定変更

機能名称
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

番号
変更内容 設定範囲

工場出荷時

設定値

ＰＬＧパルス数 69
PLG パルス数の工場出荷時設定をインバータ容量

が 5.5K 以上では 1000 パルスに変更しました。
0～4096

1024/1000
(3.7K 以下/5.5K

以上)

モータ定格回転速度 66
定格回転数の工場出荷時設定を、三菱製の PLG 付

き SF-JR 4P の定格回転速度に変更しました。
0～3600r/min

ｲﾝﾊﾞｰﾀ容量によ

り 異 な り ま す

(下記参照)

●モータ定格回転数の工場出荷時設定は、200V クラス、400V クラスともに下表となります。

ｲﾝﾊﾞｰﾀ容量 1.5K 2.2K 3.7K 5.5K 7.5K 11K 15K 18.5K 22K 30K 37K 45K

設定値 r/min 1710 1710 1710 1720 1730 1720 1730 1750 1750 1750 1760 1760

③パラメータ設定範囲変更

機能名称
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

番号
変更内容 設定範囲

工場出荷時

設定値

ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ 34 0～400% 150％

ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ(回生) 35 0～400%,9999 9999

ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ(3 象限) 36 0～400%,9999 9999

ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ(4 象限) 37 0～400%,9999 9999

ﾄﾙｸ制限ﾚﾍﾞﾙ2 38 0～400%,9999 9999

ﾄﾙｸﾓﾆﾀ基準 58 0～400% 100%

ﾄﾙｸ指令 3 番ﾊﾞｲｱｽ 904 0～10V,0～400% 0V，0%

ﾄﾙｸ指令 3 番ｹﾞｲﾝ 905

ﾓｰﾀ容量より１ﾗﾝｸ上のｲﾝﾊﾞｰﾀを用い

て瞬間的に高いﾄﾙｸを出すためにﾄﾙｸ

制限の設定範囲を 400%まで設定でき

るようにしました。

0～10V,0～400% 10V，150%

④モータトルク特性の変更（PLG 付モータ）

PLG 付モータとの組合わせ時のトルク特性を見直しました。

回転速度 2500r/min 以上のトルク値が変更になります。 2500r/min 以下は従来と変更有りません。

 1800r/min(60Hz)トルク基準の場合

変更前 変更後

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

150

75

360018000

1.5kW～45kW

● 短時間最大トルク

〈1.5～45〔kW〕〉

サイクル運転モード設定時

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

100

50

360018000 900

1.5kW
2.2kW～45kW

● ５０％ＥＤトルク

〈1.5，2.2～45〔kW〕〉

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

100

50

360018000 600

1.5kW
2.2kW～45kW

75

● 連続運転トルク

〈1.5，2.2～45〔kW〕〉

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

150

50

360018000

1.5kW～45kW

● 短時間最大トルク

〈1.5～45〔kW〕〉

サイクル運転モード設定時

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

150

40

360015000

1.5kW～45kW

● 短時間最大トルク

〈1.5～45〔kW〕〉

　連続運転モード設定時

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

100

50

360018000

33

900

1.5kW 2.2kW～45kW

● ５０％ＥＤトルク

〈1.5，2.2～45〔kW〕〉

部が変更となります。

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

100

33

360018000 600

1.5kW
2.2kW～45kW

75

● 連続運転トルク

〈1.5，2.2～45〔kW〕〉

ト
ル
ク(

％)

回転速度

（ｒ/min）

150

62.5

360015000

1.5kW～45kW

● 短時間最大トルク

〈1.5～45〔kW〕〉

　連続運転モード設定時



 ⑤その他の変更事項

 改善のために下記の項目を変更いたしました。

２．注意事項
・ オートチューニングする前に、必ず Pr.69(PLG パルス数)をモータに結合(内蔵)されている

 PLG のパルス数に合わせて設定してください。

・ PLG パルス数は使用するモータ(PLG)によって異なりますので、必ず確認してください。

モータの種類 モータ形名 PLG パルス数

三菱ベクトル制御専用モータ SF-VR 1000

三菱 PLG 付 汎用モータ SF-JR 1024

三菱 PLG 付 定トルクモータ SF-JRCA 1024

 

・ Pr.69(PLG パルス数)の初期値を 1024 から 1000 パルスに変更したため、5.5kW 以上の

 PLG 付汎用モータ SF-JR をオートチューニングする場合は、Pr.69(PLG パルス数)の設定値を

 1024 パルスに変更してください。

 初期値(1000 パルス)のままでは、ハンチング等の現象が発生します。

 (専用モータを運転する場合は Pr.69 の変更は必要ありません。)

 

変更項目 内容 備考

Pr.902 速度指令ﾊﾞｲｱｽ 2 番端子 0V入力時のﾊﾞｲｱｽ値ずれを

修正しました。

約 12%のずれがあったﾊﾞｲｱｽ値のｱﾅﾛｸﾞ表示が、

ほぼ 0%となります。

速度指令ﾊﾞｲｱｽｹﾞｲﾝの

設定
Pr.902、903 の設定変更を、運転中で

も反映できるようにしました。

運転中でも2番端子のﾊﾞｲｱｽｹﾞｲﾝの調整ができるよ

うになります。

速度制御ｹﾞｲﾝの設定 Pr.80、81 の設定変更を、運転中でも

反映できるようにしました。

運転中でも速度制御ｹﾞｲﾝの調整ができるようにな

ります。

PLGﾊﾟﾙｽ数設定値が実際

の PLG と極端に異なる

時の処理

PLGﾊﾟﾙｽ数設定値が実際の PLG と極

端に異なる時にも、加速度ｴﾗｰに到達

する前に速度を押さえるように処理

を追加しました。

左記状態では、停止できない場合がありました。

今回のﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟにより、速度を押さえるか、

誤差過大ｱﾗｰﾑを発生させ、外部に異常が有るこ

とを知らせるようにしました。

位置制御 計算機ﾘﾝｸ運転中でも位置制御が

できるように改訂しました。

従来できなかった、計算機ﾘﾝｸ運転での位置制御

が可能となります。



３．バージョンアップ品の識別方法
バージョンアップは、インバータ本体の定格銘板および梱包の名板に記載されている

SERIAL(製造番号)が下記の記号以降となります。

1 回目と２回目とで SERIAL(製造番号)が異なりますので注意してください。

４． 製品切替時期

バージョンアップ 切替え時期

１回目 1997 年 12 月工場生産分より

２回目 1998 年 ７月工場生産分より

●１回目のバージョンアップ

形　式 SERIAL(製造番号)

FR-V220E-1.5K～7.5K Ｈ７Ｚ○○○○○○

FR-V220E-11K～45K Ｄ７Ｚ○○○○○○

FR-V240E-1.5K～5.5K Ｈ７Ｚ○○○○○○

FR-V240E-7.5K～45K Ｄ７Ｚ○○○○○○

形　式 SERIAL(製造番号)

FR-V220E-1.5K,2.2K Ｌ８７○○○○○○

FR-V220E-3.7K～7.5K Ｋ８７○○○○○○

FR-V220E-11K Ｆ８７○○○○○○

FR-V220E-15K,18.5K Ｈ８７○○○○○○

FR-V220E-22K～45K Ｆ８７○○○○○○

FR-V240E-1.5K～5.5K Ｋ８７○○○○○○

FR-V240E-7.5K,11K Ｆ８７○○○○○○

FR-V240E-15K,18.5K Ｇ８７○○○○○○

FR-V240E-22K～45K Ｆ８７○○○○○○

　Ｈ　７　Ｚ　○○○○○○

記号　年　月　　管理番号

　　　SERIAL(製造番号)
インバータ本体の定格名板に記載されている

SERIAL（製造番号）はこのように記号 1 文字と

製造年月２文字、管理番号６文字で構成されて

います。

‘97 年 12 月生産分

(Ｚは 12 月を意味します)

●２回目のバージョンアップ

(注.梱包の名板の SERIAL(製造番号)

は下記の管理番号６桁の内上位３桁

を使い、記号を含め６桁で表示され

ます。)


